
ジャック彗星とパンスターズ彗星

今年の夏から秋にかけて、小口径の望遠鏡でも観測できそうな彗星が2つやっ
てきます。
一つはジャック彗星(C/2014E2)です。今年の3月に発見された彗星で、7月2

日に近日点（軌道のうちで最も太陽に近づく点）を通過する軌道を持っています。
一般的に、彗星は太陽に近いときほど活発に活動し、明るく見られるものですが、
ジャック彗星の場合は、近日点を通過する前後は地球から見てちょうど太陽と彗
星が同じ方向になるため、その時期は観察できない位置関係です。7月下旬くら
いから、明け方の北東の空で観察が可能になり、8月に入ると、太陽からも離れて
くるため、位置関係としては見やすくなります。また、彗星自体は太陽から離れる
ものの、地球との距離が近くなるために、地球から見た彗星の明るさはあまり変
化せず、8月中は6等台半ばの明るさを維持しそうです。
彗星と地球がすれ違うような軌道になっていますので、日々の移動量が大きく

なっています。星図と対照して、その日その日の位置を確認して探してみて下さ
い。6等台半ば、という予報通りであれば、都市光を避けて田舎の観測地へ行け
ば、小型の望遠鏡でも十分観察できる明るさの彗星になると思います。しかし、予
想を超えてもう少し明るくなるということがなければ、都市部での観察は難しい
かもしれません。

ジャック彗星の位置(各日3時JST) ステラナビゲータ(アストロアーツ)で作図
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もう一つの彗星は、パンスターズ彗星(C/2012K1)です。昨年春に話題になっ
たパンスターズ彗星と同じ名前ですが、もちろん別の彗星です。近日点を通過す
るのは8月27日ですが、7月下旬から8月中旬にかけては、地球から見て太陽の
向こう側を通過する位置関係になり、観察ができません。8月末頃から明け方の
東の低空に姿を現し、9月、10月と次第に南下しながら太陽から離れて見えやす
い位置に移動してきます。このパンスターズ彗星もジャック彗星と同じように、太
陽から遠ざかりつつ地球に接近する軌道になっているため、9月、10月と太陽か
らは離れるもの
の、地球から見た
明るさはあまり変
化せずに7等から
6等台後半で推
移するものと予
報されています。
8月末から10

月まで長期間に
わたって観測で
きそうですが、う
みへび座からいっ
かくじゅう座の、
明るい星のない
領域を移動して
いきますので、星
図との対照で位
置を探すには、あ
る程度の経験が
ないと難しいかも
しれません。また、
明るさも、田舎の
観測地で観察する分には小口径の望遠鏡で十分見える明るさの予報ですが、都
市部ではそう簡単ではないでしょう。
彗星の挙動はなかなか予測できないので、事前の予報通りに明るくならないこ

ともありますし、予想以上に明るくなるケースもあります。特に尾がどのくらい伸
びるか、ということについては本当に予測しづらいので、多少の期待を込めつつ、
注目してみましょう。

飯山 青海（科学館学芸員）
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